
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

   令和８年度に向けて 

校長 竹田 幸恵 

 

 卒業式が終わり、今日は修了式と離任式でした。 

卒業式では、卒業生の姿や門出の言葉はもちろん、

在校生の心温まる送別の言葉と『心の瞳』の合唱も

とても素晴らしく、参列された方々からお褒めの言

葉をいただきました。ありがとうございました。 

 さて、令和８年度からの横山中学校の教育課程や

部活動について、主な変更点をお伝えいたします。 
 

① 教育目標である「知」「徳」「体」「社会貢献」

の４本の柱のうち、今年度の重点「体」の実践

を継承しつつ、次年度は「社会貢献」に重点を

おき、キャリア教育の充実を図ります。義務教

育９年間を見通したキャリア教育全体目標を 

「地域とつながり、自分の命と他人の命を守り、

生き方を学ぶ生徒」とし、防災教育年間計画、

小中一貫キャリア教育全体計画に基づき、体系

的、系統的に取り組んでまいります。 

② 土曜日開催であった体育祭を給食提供バー

ジョンの６月２日(火)、平日開催とします。

土曜日の授業日は年間を通して１月３０日

１年生スキー移動教室と全学年参加の３月

６日防災フェスタの２日間となります。 

③ 中間テストを２日間から１日間、期末テストを

３日間から２日間実施とし、テスト日も給食が

あります。 

④ 卓球部、女子バレーボール部、バスケットボー

ル部の新規募集は、１年後の拠点校移行、地域

移行に向けての条件付き募集となります。詳細

は、次年度に顧問からお伝えします。 
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⑤ 硬式テニス部の新規募集を停止します。硬式テ

ニスを行いたい新１年生は、保護者の会で立ち

上げた地域団体に条件付きで所属し、移行期間

の取組を経て地域移行を模索していきます。 

⑥ 総合文化部 A の活動は、書道、美術と別れて活

動していましたが、次年度からはメンバーを分

けずに芸術系の活動となります。詳細は、次年

度に顧問からお伝えします。 

⑦ 総合文化部 B の活動は、ボランティア、国際理

解と別れて活動していましたが、次年度からは

メンバーを分けずに赤十字の活動を取り入れ

た活動となります。詳細は、次年度に顧問から

お伝えします。 
 

防災フェスタでの様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

         校   訓          

自律  共同  勤勉 
 
          教 育 目 標               

進んで学習し、よく考える人になろう 

礼儀正しく、思いやりのある人になろう 

心身をきたえ、ねばり強い人になろう 

広い視野をもち、社会に役立つ人になろう 
 
            目指す学校像             

生徒・保護者・地域の信託に応える 

～ 花信風 愛溢れる学校 ～ 
 
           今年度の合言葉               

自己実現と成長 つながりと感謝 

ウェルビーイング防災横山 

横山中学校 HP 

 

 

八王子市立横山中学校 学校便り 令和７年度 第９号 令和８年３月２５日 校長 竹田 幸恵 

令和４年度より 青少年赤十字加盟校 

令和４年度 八王子市学校保健会 優良校 

令和５度 東京都教育委員会表彰 健康づくり功労 

令和５年度・令和６年度・令和７年度 

海洋教育パイオニアスクールプログラム 単元開発部門採択校 

令和６年度 全国健康づくり推進学校 優良校 

令和６年度・令和７年度 ペップトーク実践モデル校 



転出・退職の教職員紹介 

お世話になりありがとうございました。 

名残惜しいですが、お別れです。 

校長   竹田 幸恵  

      役職定年 八王子市立川口中学校 

副校長  林田 重敏 

      福生市立福生第二中学校 

主任教諭 大石 真理 （英語科） 

世田谷立奥沢中学校 

教諭   岡野 雅宣 （数学科） 

      退職 

主任教諭 櫻川 恭久 （数学科） 

      東京都立多摩高等学校 

主任教諭 角田 裕尚 （保健体育科） 

      東大和市立第三中学校 

養護教諭 伊藤 千賀子 

      練馬区立練馬中学校 
 

３月２４日ペップトークモデル推進校振り返り 

〇１学年ペップティチャー 村上 慧 

地域を知る学習での取組とドリームチームによる

授業実践を終えての生徒の感想です。 

 ・前向きになれた。 

 ・人間関係の摩擦が少なくなった。 

  ・家族はペップトークを詳しく知らないが、今の

お母さんの言葉はペップトークだということが

わかった。 

 ・とらえ方変換、してほしい変換を意識できた。 

球技大会で円陣を組み自主的に｢大丈夫 大丈夫。｣ 

「できるよ。」｢がんばれるよ。｣と声をかける生徒の

姿がありました。 
 

〇２学年ペップティチャー 高橋 咲希 

２年生は素敵な生徒が多く、授業の後自然にペッ

プトークが見られました。 その気持ちの継続性が

あったかは疑問です。思春期の人間関係が円滑に進

められるには、言葉を選び、考えて言うことが大切

です。そんな姿が垣間見られました。 

 ・家族でもあったかい会話が増えた。 

・講師の方が明るくて、目でペップトークを受け

取っていた。 

３年生の美術の授業『自画像』の研究授業で実践し

ました。「かっこいいね」「クラスメイトのことがわ

かった」「みんなちがっていいんだ」との声。ペッ

プトークは美術科との相性が良いです。 

〇３年ペップティチャー 氏田 浩亮 

１２月に生徒会役員とのリーダー研修で、「公約を

どう考えていくか」をテーマに話し合いをしました。

目標、目的、ビジョンを考え、生徒たちから「オンラ

イン目安箱」の提案が出来るようになりました。３

月には、新入生へのメッセージを書く時に、受容、承

認、行動、激励の４つのステップを考え、細かい字で

たくさんの文章を書く生徒の姿がありました。 

・自分たちのメッセージにもなる。 

・ペップトークを部活動で実践した。 

 

ペップトークモデル実践校としての取組は終わり

ましたが、地域を含めて人にも自分にもペップトー

クを広げ、日常に落とし込めていけたら幸いです。 

PTA合唱サークル ティンカーベルで『ファームミー

～自分を信じて～』の練習をしています。「友達と仲

良くしなければいけない」ではなく「違うからって排

除してはいけない」という思いと、良いところを見る

習慣を身に付けていきたいと感じます。 
 

親カフェ子カフェ 令和８年度年間予定 

巡回校の生徒保護者も御参加ください。 

横山中学校図書室・学習室で開催です。 
 

第１回   ４月１５日(水) １４時３０分～ 

第２回   ５月１３日(水) １４時３０分～ 

第３回   ６月１７日(水) １４時００分～ 

第４回   ７月 １日(水) １４時３０分～ 

第５回   ８月２８日(金) １４時３０分～ 

第６回  ９月１６日(水) １４時３０分～ 

第７回 １０月１４日(水) １４時３０分～ 

第８回 １１月１２日(木) １４時００分～ 

第９回 １２月 ９日(水) １４時３０分～ 

第１０回  １月２０日(水) １４時３０分～ 

第１１回  ２月２５日(木) １４時００分～ 

第１２回  ３月１７日(水) １４時３０分～ 



 

転出・退職者からのメッセージ 

 

 

小学校の時からの憧れの横山中 
 
教員として 14 年間、校長として 4
年間お世話になりました。 
 
いただいた愛情を胸に新天地でも
元気に頑張ります。 
 
再会は武道場で！ 
 

    校長 竹田 幸恵 

副校長 林田 重敏 
 

３年間ありがとうございました。 

みなさんの健康と今後の活躍を期 

待しています。 

またどこかで。 

英語科 大石真理 
 

皆さん、今までありがとうご 
ざいました。私が横山中学校で 
過ごしてきたのは７年間ですが、 
その間、横中生と言えば清掃活
動をがんばるという印象です。 
『何事も全力で頑張る姿勢』、引
き継いでいってください。名残 
惜しいです。横山中学校、八王子
大好きです。私も頑張る！ 

数学科 岡野 雅宣 
 

教師生活の最後の５年間
を、Very good な横山中の生徒
たちとともに学ぶことがで
き、新たな経験もできてとて
も幸せでした。 今後も『誇れ
る上級生 学ぶ下級生』を意識
し、互いに高め合いましょう! 

関わっていただいた皆さま
に感謝申し上げます。 

数学科 櫻川 恭久 
 

横山中学校には４年間お世話に
なりました。どれほど貢献できた
かはわかりませんが、今後につな
がれば幸いです。 
またどこかでお会いしたときは
よろしくお願いします。 あまりにも短い期間で、異動と

なり、大変申し訳ございません。
また短い期間の中で、生徒の皆さ
ん、保護者の方々をはじめ、たく
さんの方々にお世話になりまし
た。感謝の気持ちでいっぱいです。 
本当にありがとうございました。
皆さんの今後のご活躍をお祈り致
します。 

角田 裕尚 

養護 伊藤 千賀子 
 

生徒のみなさんの心と体の
健康を支える立場として、多く
の時間をともに過ごさせてい
ただきました。あたたかい御理
解と御協力に心より御礼申し
上げます。 
本当にありがとうございま

した。 


